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東南 アジア ・オセ アニ アにおけ る諸民 族文化 のデ ータベ ースの作成 と分析

皿.文 化 項 目 の 樹 状 図 分 析

大  林  太  良*

1. は じめ に 2.結 果

1.は じ め に

 杉田は,文 化の樹状図を作製したときと同じデータをもちいて,文 化要素の樹状図

を作製した。今回もφ係数によって計算がおこなわれた。 この樹状図は,343要 素の

うち相関の高い241要 素だけを分類している(巻 末の附図2の 樹状図を参照)。

2.結 果

 文化 要素の分類 も,諸 文化の樹状図がすで に示唆 した よ うな,は っきりした地理的

2分(東 南 アジァ/オ セアニァ)を 示 している。最初の55要 素(タ ロイモ水 田栽 培か

ら漁携 用弓矢)ま では,オ セアニアに頻 出する要素であ る。 したがつて,そ れ らは文

化要 素の分類に おけ るオセアニア巨大 群を形づ くってい る。 この オセアニア巨大 群は,

2群 にわかれ る。0つ は,ポ リネ シア=ミ クロネシア群であ って,タ ロイモ水田栽培

か ら地炉 までの26要 素をふ くんでいる。

 第2の 群は メラネ シア群で あ って,初 経時に おける隔離か ら,漁 携 用弓矢 にいた る

までの29要 素である。

 この段階までのグル ー ピングは地理的性格を示 しているが,こ れか らさきの細分化

は,地 理的 とい うよ りもむ しろ分野別,テ ーマ別 とい う性 格であ る。 したが って,ポ

リネシア=ミ クロネシア群 の最初の13要 素は 《生業 クラスタ ー》と称 して よ く,タ ロイ

モ水 田栽培,複 式釣 りば り,パ ンノキ,松 明漁な どの要 素か らな ってい る。

 これ とほとん ど同一 の分類の仕方を,東 南 アジア巨大 群において もみ とめることが

できる。つま り,最 初の分類は地域的な規準に したが っているが,そ れか ら先の細分
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化 は分野別 になってい る。 この東南 アジァ巨大群 は,中 核部東南アジア群 と,周 辺部

東南 アジア群の2群 にわかれる。前者は,脚 絆 か ら高床穀倉までの88要 素,後 者 は石

製飾 り輪か ら幼児婚約 までの98要 素をふ くんでいる。

 東 南ア ジアの きわ めて高度な文化的複雑性 を反映 して,東 南ア ジァ中核群 は,か な

りル ースな2群,つ ま り 「社会 ・宗教」亜群 と 「生業」亜群か らなる。前者 は脚絆 か

らベテル噛みまでの40要 素,後 者 は金銀細工 か ら高床穀倉までの48要 素をふ くんで い

るQ

 周 辺東南 アジァ群 は,ヘ スペ ロネ シア亜群 と山地民亜群にわかれる。前者 は,石 製

飾 り輪か ら集塊村落までの51要 素で,こ とに東南 アジァ島喚部のヘスペ ロネ シア語派

住民の生活様式を反映 している。後者 は,耳 朶穿孔か ら幼児婚約 までの47要 素をふ く

み,東 南アジァ大陸部の山地民(こ とにア ッサムの)の 文化輪郭に対応 している。 よ

り細密な分類の段階にな ると,少 数の要素か らな る一連の クラスターがな らぶ。 これ

らの クラスターは,と きには諸要素間の機能的 な連合に よって形づ くられている。た

とえば,メ ラネシァ群 中に,初 経時の隔離,月 経小屋,産 小屋 か らな る小ク ラスター

があ る。 これ らは,女 性の生殖機能を公分母 と してい るクラスターであ る。 おな じく

メラネ シア群 中の もう一つの小 クラスターは,年 齢集団によ る男性の組織化 をあ らわ

す諸要素をあつ めた ものであって,若 者宿,男 子舎屋,年 齢階梯制,集 団的成年式か

らな ってい る。

 機 能的連合の若干 の例は,東 南ア ジァ巨大 群に もみ られる。 たとえば,ヘ ス ペロネ

シア亜群においては,双 系的親族構造 を しめすク ラスターがあり,ハ ワイ型親族 呼称,

選 択居住,エ スキモー型親族呼称 があ る。 これとならんで 山地民亜群には,父 系 的要

素の小 クラスターが ある。つま り,レ ヴィレー ト,母 方縁組(一 般 交換),父 方 ・夫

方居住,父 系出自,一 夫多妻婚,婚 資であ る。

 機 能的に連合 した諸要素の小 クラスターは,社 会組織の分野ばか りで な く,生 業の

分類に もみ られ る。た とえば,メ ラネ シア群のなかに は,根 栽類栽培 に焦点をおいた

小 クラスターがあ り,サ ツマ イモ,ヤ ムイモ,タ ロイモをふ くんでいる。東南ア ジァ

では,生 業亜群が同様な二つの クラスターをふ くんでい る。一つは水稲耕作を 中心 と

してお り,棚 田,水 田漁携,黎,水 稲,ウ シ,水 牛をふ くんでいる。第2の ク ラスタ

ーは焼畑耕作を 中心 としてお り,刈 上げ儀礼 ,稲 魂,初 穂儀礼,田 屋,焼 畑,赤 米,

た て杵と臼,竹 籠,箕,ふ るい,ざ るか らな って いる。

 東 南アジアにおいては,小 ない し中規模 のク ラスターであ って,特 定の文化類型の

像をあたえ て くれ るような ものがあ る。たとえば,そ の一つ は,東 南 アジア高文化 に
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特徴 的な要素,つ ま り,金 銀細工,宮 廷,絹,絃 楽器,色 と方位の連 関,牛 車 か らな

つている。 この クラスターは,そ の要素の大部分が生業 活動 とは関係 ないに もか かわ

らず,「 生業」亜群の一部をな している。

 その他の クラスターには,地 理 的にまとまってい るものもある。山地民亜群 は,ア

ッサ ムの部族諸文 化に特徴的な要素 か らな る小 クラスターをふ くんでいる。つま り,

勲 功祭宴,穿 孔着柄法,地 中出現神話,発 火籐,猪 牙製飾 り,子 安貝装身具か らなる

クラスターである。社会 ・宗教亜群のなかには,華 南 とイン ドシナ北 部に特徴的な要

素か らな るク ラスターがふ くまれてい る。それは,脚 絆,弩(い しゆみ),仲 人,タ ー

バ ン,複 数魂,地 下他界,天 上他界,と い う要素か らなっている。
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